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市
で
は
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ

市
で
は
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ

る
放
射
線
量
の
低
減
を
図
る
た
め
、
子
ど

る
放
射
線
量
の
低
減
を
図
る
た
め
、
子
ど

も
た
ち
の
通
う
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学

も
た
ち
の
通
う
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学

校
や
中
学
校
の
校
庭
な
ど
の
除
染
処
理
を

校
や
中
学
校
の
校
庭
な
ど
の
除
染
処
理
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
な
る
安
全
安
心
の
た
め
、
市
民
の

さ
ら
な
る
安
全
安
心
の
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
数
多
く
利
用
す
る
公
園
や
各
地

皆
さ
ん
が
数
多
く
利
用
す
る
公
園
や
各
地

区
運
動
場
な
ど
の
除
染
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

区
運
動
場
な
ど
の
除
染
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
除
染
作
業
を
行
う
施
設
は
次

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
今
後
も
計
画
的
に
市
内
の
施
設
の
除
染
作
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高木の多目的グラウンド

【
都
市
公
園
】

本
宮
運
動
公
園
、
恵
向

公
園
、
み
ず
い
ろ
公
園
、

弁
天
公
園
、
花
山
公
園
、

兼
谷
公
園
、
名
郷
公
園
、

井
戸
上
公
園
、
明
戸
石

公
園
、
み
ず
き
が
丘
第

１
公
園
、
同
第
２
公
園
、

沢
田
緑
道
、
東
町
裏
公

園
、
し
ら
さ
わ
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
、
高
松
ふ
れ

あ
い
広
場
、
岩
角
農
村

公
園

【
児
童
公
園
・
広
場
】

太
郎
丸
広
場
、
上
町
広

場
、
北
門
、
柳
ノ
内
、

立
石
住
宅
、
坊
屋
敷
、

関
根
第
１
、
同
第
２
、

同
第
３
、
同
第
４
、
中

台
、
北
川
原
田
、
欠
下
、

舘
町
、
兼
谷
平
、
葭
ケ

入
第
１
、
同
第
２
、
塩

田
入
、
も
と
み
や
台
第

１
、
同
第
２
、
同
第
３
、

同
第
４
、
同
第
５
、
滝

の
入
第
１
、
同
第
２
、

平
内
、
孫
市
、
峰
崎
、

日
記
沢
、
瀬
戸
川
第
２
、

ま
ゆ
み
が
丘
団
地
、
荒

井
、
桝
形
第
１
、
同
第

２
、
同
第
３
、
下
ノ
里
、

村
山
団
地
、
上
野
台
、

北
石
橋
、
下
の
原
、

松
ケ
台
、
長
屋
平
、
八

幡

【
そ
の
他
】

光
が
丘
春
公
園
、
同
夏
公

園
、
同
秋
公
園

【
地
区
運
動
場
】

白
沢
運
動
場
、
青
田
運
動

場
、
仁
井
田
運
動
場

和
木
沢
運
動
場
、
長
屋
み

や
や
ま
運
動
場
、
稲
沢
運

動
場
、
松
沢
運
動
場
、

【
地
区
分
館
】

和
田
分
館
広
場
、
糠
沢
分

館
広
場
、
白
岩
分
館
広
場
、

松
沢
分
館
広
場
、
稲
沢
分

館
広
場
、
長
屋
分
館
広
場
、

白
沢
公
民
館
前
児
童
広
場

高
木
地
区
公
民
館
前
広
場

【
福
祉
広
場
】

え
ぽ
か

７
月

日
付
け
広
報
も
と
み
や

13

号
外(
第
６
号)

で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
し
た
、
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
と
妊
婦
を
対
象
と
し
た
ガ
ラ
ス

バ
ッ
ジ
に
つ
い
て
は
、
９
月
か
ら

測
定
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
助
け
合
い
」

埼
玉
県
上
尾
市
が

本
宮
市
を
支
援

埼
玉
県
上
尾
市
は
本
宮
市
を
支
援

す
る
こ
と
と
な
り
、
７
月

日
に
上

14

尾
市
の
担
当
者
の
皆
さ
ん
が
本
市
を

訪
れ
ま
し
た
。
上
尾
市
が
本
市
を
支

援
す
る
の
は
、
上
尾
市
消
防
本
部
が

総
合
体
育
館
を
拠
点
と
し
て
災
害
救

助
活
動
を
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
と

な
っ
た
そ
う
で
す
。
支
援
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
交
流
を
は
じ
め

観
光
物
産
に
い
た
る
ま
で
、
ひ
ろ
く

交
流
を
図
る
な
ど
、
両
市
の
話
合
い

に
よ
り
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

６
月

日
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
へ

20

の
線
量
計
の
個
人
貸
出
を
開
始
し
、

７
月
末
ま
で
に
、

団
体
お
よ
び

89

１
６
２
７
人
の
方
が
線
量
計
を
借
り

て
ご
自
宅
の
測
定
を
し
ま
し
た
。

そ
の
測
定
結
果
を
市
に
報
告
い
た

だ
き
、
放
射
線
量
マ
ッ
プ
を
作
成
し

ま
し
た
。

こ
の
マ
ッ
プ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
し
て
い
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
利
用
に
な
ら
な
い
方
の
た

め
に
印
刷
し
た
も
の
を
窓
口
で
配

付
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
線
量
計
の
貸
出
は
続
け
て

い
ま
す
の
で
、
貸
出
を
希
望
す
る
方

は
、
窓
口
も
し
く
は
電
話
で
予
約
の

う
え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

本
宮
市
役
所

生
活
安
全
課

☎
３
３-

１
１
１
１
（
内
線
１
１
４
）

白
沢
総
合
支
所

市
民
福
祉
課

☎
４
４-

２
１
１
４
（
直
通
）

放射線量マップは、本市の公式ウェブサイトで閲覧できます。
現在公開しているマップは、６月末までの測定結果をもとに作

成しましたが、今後は月ごとにとりまとめ公表していきます。



◆
問
い
合
わ
せ
先

本
宮
市
役
所

生
活
安
全
課

☎
３
３-

１
１
１
１
（
内
線
１
１
４
）

本
宮
市
役
所
の
放
射
線
測
定
は
、

簡
易
型
測
定
器
を
使
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
福
島
県
か
ら
精
度
の
高

い
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
」
を

借
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
測
定
器
を
変
更
し
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望

に
応
え
る
た
め
、
市
独
自
に
井
戸
水

の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
７
月

日
に
採
取
し

13

た
市
内

カ
所
の
井
戸
水
か
ら
は
、

13

放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課

業
務
係

（
☎
内
線
３
６
０
）

測
定
器
変
更
の
理
由
は
、
簡
易

型
測
定
器
よ
り
精
度
の
高
い
測
定

器
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
正

確
な
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

伝
え
す
る
と
と
も
に
、
他
市
町
村

と
の
正
確
な
比
較
を
行
う
た
め
で

す
。

※市のホームページでは８月７日まで
は両方の数値を公表します。８月８日

からはモニタリングポストの数値が市
役所の測定値になります。

▲簡易型測定器
(堀場製作所製R
adi PA-1000)

▲モニタリングポス

(富士電機製N35E-12

2)

【
そ
の
他
の
測
定
器
】

▲市所有の簡易型測

定器（米国RAEsystem

s社製NeutronRAEⅡ）。

各地区の分館、本宮

駅などの測定に使用

しています。

県が測定に使用して

いるシンチレーショ

ンサーベイメーター。

白沢総合支所、旧白

沢総合支所はこれで

測定しています。

８
月
３
日
午
後
に
測
定
し
た
市
内

箇
所
の
環
境
放
射
能
の
測
定
値
を

15お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
単
位:

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
間

】

本
宮
市
役
所(

簡
易
型
測
定
器)

１
・
１
１

本
宮
市
役
所(
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト)０

・
７
８

白
沢
総
合
支
所

０
・
６
０

旧
白
沢
総
合
支
所

０
・
６
９

岩
根
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

０
・
５
２

青
田
地
区
公
民
館

０
・
８
１

荒
井
地
区
公
民
館

０
・
９
０

仁
井
田
地
区
公
民
館

１
・
１
４

高
木
地
区
公
民
館

１
・
１
２

和
田
分
館

１
・
３
１

糠
沢
分
館

０
・
７
８

白
岩
分
館

１
・
１
２

長
屋
分
館

１
・
７
２

稲
沢
分
館

０
・
９
０

松
沢
分
館

１
・
１
３

本
宮
駅
前

１
・
２
０

◆
問
い
合
わ
せ
先

本
宮
市
役
所

生
活
安
全
課

☎
３
３-

１
１
１
１
（
内
線
１
１
４
）

広報もとみや号外（２）

市
内
の
農
林
水
産
物
の
う
ち
、

食
品
衛
生
法
上
の
放
射
性
物
質

暫
定
規
制
値
を
超
え
る
値
が
検

出
さ
れ
、
出
荷
制
限
が
あ
る
農

産
物
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
牛(

と
畜
場
へ
の
出
荷
制
限
お

よ
び

月
齢
未
満
の
も
の
を

12

除
き
県
外
へ
の
移
動
制
限)

・
た
け
の
こ

・
原
木
し
い
た
け(

露
地
お
よ
び

施
設)

※
菌
床
し
い
た
け
は
、
出
荷
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん

ま
た
、
こ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
の
結
果
、
７
月

日
に
採

13

取
さ
れ
た
バ
レ
イ
シ
ョ
３
検
体

の
う
ち
１
検
体
の
み
セ
シ
ウ
ム

１
３
４
が

ベ
ク
レ
ル
／
㎏
、

11

セ
シ
ウ
ム
１
３
７
が

ベ
ク
レ

13

ル
／
㎏
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
暫
定
規
制
値
を
下
回

っ
て
い
ま
す
。

な
お
７
月
以
降
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
検
査
の
結
果
、
放
射
性
物

質
が
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
農
産

物
は
次
の
と
お
り
で
す
。

７
月
４
日

原
乳

７
月
５
日

原
乳

７
月
５
日

キ
ュ
ウ
リ
（
露
地
）

７
月
５
日

赤
シ
ソ
（
露
地
）

７
月
６
日

ナ
ス
（
露
地
）

７
月

日

原
乳

11

７
月

日

原
乳

12

７
月

日

バ
レ
イ
シ
ョ

13

７
月

日

原
乳

18

７
月

日

原
乳

19

７
月

日

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス(

露
地)

20

７
月

日

ミ
ニ
ト
マ
ト(

施
設)

20

７
月

日

カ
ボ
チ
ャ(

露
地)

20

７
月

日

キ
ュ
ウ
リ(

露
地)

20

７
月

日

原
乳

25

７
月

日

小
玉
ス
イ
カ(

施
設)

25

７
月

日

原
乳

26

７
月

日

豚
肉

27

８
月
１
日

原
乳

８
月
２
日

原
乳

◆
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課

農
政
係（

☎
内
線
１
５
７
）



７
月

日
に
高
松
市
長
と
市
内
の

20

し
い
た
け
生
産
者
ら
は
農
水
省
に
出

向
き
、
鹿
野
道
彦
農
林
水
産
大
臣
に

「
緊
急
要
請
書
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。

原
木
し
い
た
け
は
放
射
性
物
質
検

査
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
露
地
物
の

ほ
か
に
７
月
に
入
り
新
た
に
施
設
物

ま
で
が
出
荷
制
限
さ
れ
、
生
産
者
に

と
っ
て
は
日
々
の
生
活
に
困
窮
す
る

ば
か
り
で
な
く
林
産
物
振
興
に
大
き

な
痛
手
と
な
る
た
め
、
緊
急
に
行
動

を
お
こ
し
た
も
の
で
す
。
大
臣
は
生

産
者
代
表
の
声
に
耳
を
傾
け
、
「
損

害
賠
償
金
の
早
期
支
払
い
と
信
頼
回

復
」
に
尽
力
す
る
旨
話
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

本
市
の
原
木
し
い
た
け
（
施
設
）

が
放
射
性
物
質
検
査
で
暫
定
基
準
値

を
超
え
出
荷
制
限
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
７
月

日
に
第
２
回
し
い
た
け

26

生
産
対
策
会
議
を
白
沢
公
民
館
で
開

き
ま
し
た
。

高
松
義
行
市
長
、
佐
藤
秀
樹
県
北

農
林
事
務
所
林
業
課
長
ら
が
あ
い
さ

つ
し
現
状
を
説
明
し
ま
し
た
。

生
産
者
か
ら
は
「
な
ぜ
、
被
ば
く

後
す
み
や
か
に
ホ
ダ
木
を
調
べ
な
か

っ
た
の
か
」
「
わ
れ
わ
れ
生
産
者
は

死
ぬ
か
生
き
る
か
の
瀬
戸
際
で
あ
り
、

県
に
検
査
機
器
が
な
か
っ
た
な
ど
は

理
由
に
な
ら
な
い
」
「
わ
れ
わ
れ
も

線
量
計
を
持
っ
て
市
場
へ
訴
え
て
い

く
努
力
も
必
要
」
「
露
地
物
は
出
荷

制
限
さ
れ
て
い
て
も
、
現
在
は
も
の

が
な
い
の
で
ナ
ン
セ
ン
ス
」
「
制
度

資
金
は
、
実
質
的
に
借
り
ら
れ
ず
県

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
な
い
か
」

な
ど
の
切
実
な
意
見
や
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

写真右は、要望書を読む鹿野農水大臣(右)と高松市長(中央)、
三瓶和彦白沢しいたけ連絡協議会長(左)。写真左上は、増子
輝彦参議院議員へ要望書提出。下は金子恵美参議院議員へ要
望書提出の様子。

会議には市内の生産者11人を含む20人が

出席しました。

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
含
む
わ

ら
を
与
え
ら
れ
た
牛
の
肉
が
出

荷
停
止
と
な
っ
た
問
題
で
、
７

月

日
に
大
玉
村
で
「
あ
だ
ち

30
地
域
畜
産
危
機
突
破
緊
急
集

会
」
が
開
催
さ
れ
、
安
達
地
方

の
畜
産
農
家
な
ど
約
４
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
本
宮
市
、
二
本

松
市
、
大
玉
村
と
Ｊ
Ａ
み
ち
の

く
安
達
な
ど
が
主
催
し
た
も
の

で
、
国
や
東
京
電
力
に
対
し
、

早
急
に
全
頭
検
査
を
実
施
す
る

こ
と
、
畜
産
経
営
の
維
持
・
補

償
を
求
め
る
こ
と
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
集
会
宣
言
を
採
択
し
ま

し
た
。

参
加
し
た
畜
産
農
家
か
ら
は
、

国
に
対
す
る
畜
産
経
営
の
切
実

な
要
望
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。安達地方の畜産農家の方々が集まり、国・東電

に対する要望を確認しました。

本
宮
第
二
中
学
校

『
解
体
工
事
』
の
お
知
ら
せ

本
宮
第
二
中
学
校
は
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
校
舎
と
屋
内
体
育
館
に
甚

大
な
被
害
を
受
け
、
現
状
の
ま
ま
で

は
使
用
で
き
な
い
た
め
解
体
し
、
新

築
復
旧
し
ま
す
。

８
月
中
旬
よ
り
校
舎
と
屋
内
体
育

館
の
解
体
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
工

事
期
間
中
は
工
事
車
両
の
出
入
り
や

騒
音
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
工
事
期
間
中
に
お
け
る
交

通
安
全
・
環
境
保
全
・
工
事
の
安
全

対
策
等
、
地
域
の
皆
さ
ま
へ
の
影
響

が
無
い
よ
う
に
施
工
い
た
し
ま
す
の

で
重
ね
て
ご
理
解
を
賜
り
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課

☎
内
線
２
４
５

こ
の
緊
急
集
会
の
結
果
を
受
け
、

８
月
２
日
に
高
松
市
長
は
じ
め
安

達
地
方
２
市
１
村
の
首
長
は
、
肉

用
牛
の
全
頭
検
査
の
実
施
・
畜
産

農
家
な
ど
へ
の
支
援
の
強
化
と
補

償
を
国
が
責
任
を
も
っ
て
行
う
こ

と
な
ど
を
、
平
野
達
男
東
日
本
大

震
災
復
興
対
策
担
当
大
臣
、
農
林

水
産
省
と
経
済
産
業
省
に
早
期
に

実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
緊
急

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

広報もとみや号外（３）



野
菜
は
、
流
水
で
よ
く
洗
い
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
お
湯
で
洗
っ
た
り
、

中
性
洗
剤
を
使
う
の
も
場
合
に
よ
っ

て
は
、
効
果
が
あ
り
ま
す
。

食
材
ご
と
に
食
べ
方
の
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

・
ま
ず
表
面
を
水
洗
い
し
て
、
皮
を

む
い
て
食
べ
る
。

・
表
面
を
洗
剤
を
使
っ
て
水
洗
い
し
、

そ
の
あ
と
皮
を
む
く
。

次
回
シ
リ
ー
ズ
食
の
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
広
報
も
と
み
や
９
月
号
で
、
肉
や
魚
、

お
米
な
ど
の
安
全
な
食
べ
方
に
つ
い
て
、

学
び
た
い
思
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
広
報
課

☎
内
線
２
２
３

広報もとみや号外（４）

Vol.2

本
市
の
放
射
線
健
康
リ
ス
ク
管
理
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
日
本
大
学
専
任
講
師
の
野
口
邦
和

先
生
の
著
書
「
放
射
能
汚
染
か
ら
家
族
を
守

る
食
べ
方
の
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
か
ら
、
今

回
は
食
品
の
安
全
な
食
べ
方
に
つ
い
て
学
び

た
い
と
思
い
ま
す
。

野
菜
・
果
物
全
般
に
つ
い
て
、

な
る
べ
く
新
鮮
な
も
の
選
ぶ
こ

と
も
大
切
で
す
。
放
射
性
物
質

が
表
面
に
付
着
し
て
い
る
場
合
、

時
間
が
た
つ
ほ
ど
こ
び
り
つ
い

て
し
ま
う
の
で
、
収
穫
し
て
か

ら
日
の
浅
い
も
の
を
選
ん
だ
ほ

う
が
安
全
で
す
。

野
菜
や
果
物
の
放
射
性
物
質

の
除
去
の
基
本
は
、
洗
う
こ
と

で
す
。
キ
ッ
チ
ン
用
の
中
性
洗

剤
の
中
に
は
、
用
途
欄
に
「
野

菜
、
果
物
」
な
ど
と
表
示
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
洗

剤
を
使
う
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
際
に
気
を
つ
け
る
の
は

と
く
に
強
力
な
洗
剤
は
必
要
な

い
と
い
う
こ
と
。
洗
剤
に
よ
っ

て
手
が
荒
れ
る
と
、
傷
口
か
ら

放
射
性
物
質
が
体
内
に
入
り
込

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
人
の
皮
膚

は
防
護
に
役
立
っ
て
い
て
、
皮

膚
に
放
射
性
物
質
が
付
着
し
て

も
体
内
に
侵
入
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
傷
口
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。

ま
た
、
土
壌
汚
染
に
よ
っ
て

汚
染
さ
れ
た
野
菜
や
果
物
の
場

合
も
、
洗
う
こ
と
で
あ
る
程
度

除
去
で
き
ま
す
。
セ
シ
ウ
ム
は

水
に
溶
け
や
す
い
性
質
を
も
っ

て
い
る
た
め
で
す
。

【
き
ゅ
う
り
】

【
キ
ャ
ベ
ツ
】

・
水
洗
い
す
る

・
食
塩
水
に

分
さ
ら
す

30

・
酢
洗
い
す
る
。

・
酢
漬
け
に
す
る

【
し
い
た
け
】

・
葉
の
外
側
や
芯
の

近
く
の
デ
コ
ボ
コ

し
て
い
る
と
こ
ろ

も
よ
く
洗
い
、
サ

ッ
と
ゆ
で
て
使
う
。

・
酢
水
に

分
さ
ら

15

し
た
り
、
ピ
ク
ル

ス
な
ど
の
酢
漬
け

に
す
る
。

・
さ
っ
と
下
ゆ
で
し

て
使
う
。

２
回
ゆ
で
る
と
、

さ
ら
に
効
果
が
あ

る
。

【
玉
ね
ぎ
】

・
皮
を
む
い
て
洗
っ
て
、

で
き
れ
ば
下
ゆ
で
す

る
。
新
玉
ね
ぎ
は
皮

を
む
い
て
よ
く
洗
っ

て
使
う
。

【
桃
】

【
梨
】

※

市
場
に
出
回
っ
て
い
る
食
品
は
、

暫
定
規
制
値
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
で

安
全
で
す
が
、
放
射
性
物
質
の
量
が

規
制
値
内
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ゼ

ロ
で
は
な
い
の
で
、
な
る
べ
く
体
内

に
取
り
込
む
放
射
性
物
質
を
少
な
く

し
た
方
が
い
い
わ
け
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
調
理
す
る
前
に
は
よ
く
洗

う
と
い
っ
た
ひ
と
手
間
を
か
け
る
こ

と
が
大
事
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

き
ゅ
う
り
は
水
洗
い
に
よ
っ
て
、

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

の

～

％
が

90

50

60

除
去
さ
れ
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す(

本
宮
市
で
は
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
は
検
出
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん)

。

セ
シ
ウ
ム
や
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
は
水

に
溶
け
や
す
い
た
め
、
水
洗
い
の
効

果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

し
い
た
け
は
、
石
づ
き
を
切
り
落

と
し
、
サ
ッ
と
ゆ
で
て
使
う
と
安
心

で
す
。
た
だ
し
、
う
ま
み
成
分
が
に

げ
な
い
よ
う
軽
く
ゆ
で
れ
ば
よ
い
そ

う
で
す
。


